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分
娩
は
胎
子
が
娩
出
さ
れ
る
過
程
と
そ
の

後
時
間
を
お
い
て
後
産
（
胎
子
胎
盤
）
が
排

出
さ
れ
る
過
程
か
ら
な
り
ま
す
。
前
者
は
こ

れ
ま
で
よ
く
研
究
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
後

者
の
胎
盤
の
排
出
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
よ
く
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
胎
盤
は
妊
娠
が

終
了
（
胎
子
娩
出
）
す
る
と
不
用
に
な
る
の

で
、
子
宮
を
次
回
の
受
胎
・
妊
娠
可
能
な
状

態
に
戻
す
た
め
に
早
急
に
体
外
に
排
出
さ
れ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
胎
子
の
娩
出

が
完
了
す
る
前
に
胎
盤
機
能
が
失
わ
れ
る

と
、
胎
子
が
酸
欠
に
な
っ
て
死
亡
す
る
可
能

性
が
あ
る
た
め
、
胎
盤
剥
離
の
タ
イ
ミ
ン
グ

は
厳
密
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
胎
子
の
娩
出
に
お
い
て
は
、

ア
ラ
キ
ド
ン
酸
の
代
謝
生
成
物
で
あ
る
プ
ロ

ス
タ
グ
ラ
ン
ジ
ン
（
Ｐ
Ｇ
）
が
主
役
で
働
い

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
お
り
、
Ｐ

Ｇ
を
使
っ
て
人
為
的
に
胎
子
の
娩
出
を
誘
導

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
そ
の
場
合

高
率
で
胎
盤
が
排
出
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

Ｐ
Ｇ
に
胎
盤
を
剥
離
・
排
出
す
る
作
用
は
な

い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
自
然
分

娩
に
お
い
て
も
胎
盤
が
排
出
さ
れ
な
い
胎
盤

停
滞
と
い
う
病
態
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、

胎
子
の
娩
出
と
胎
盤
の
剥
離
・
排
出
は
別
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
担
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
し
た
。
我
々
は
胎
盤
剥
離
・
排
出
を

担
う
未
知
の
シ
グ
ナ
ル
が
あ
る
と
予
測
し
、

そ
の
探
索
を
行
い
ま
し
た
。

子
宮
か
ら
胎
盤
が
剥
離
す
る
際
、
細
胞
間

接
着
を
切
る
酵
素
で
あ
る
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
メ

タ
ロ
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
（
Ｍ
Ｍ
Ｐ
）
の
関
与
が

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
酵
素
を
活
性
化

す
る
物
質
を
胎
子
胎
盤
由
来
線
維
芽
細
胞

（
Ｍ
Ｍ
Ｐ
生
産
母
地
）
を
用
い
て
捜
し
た
結

果
、
ア
ラ
キ
ド
ン
酸
の
ケ
ト
ン
誘
導
体
で
あ

る
オ
キ
ソ
ア

ラ
キ
ド
ン
酸

（oxoE
T

E

）

に
強
い
作
用

が
あ
る
こ
と

が
判
明
し
ま

し
た
。
こ
の

物
質
は
自
然

分
娩
後
の
母

牛
血
中
に
胎

盤
の
排
出
に

先
立
っ
て
検
出
さ
れ
、
さ
ら
に
Ｐ
Ｇ
を
用
い

て
分
娩
誘
起
し
た
後
そ
の
ま
ま
で
は
胎
盤
停

滞
に
な
る
母
牛
に
注
射
す
る
と
高
率
で
胎
盤

の
剥
離
排
出
を
誘
導
し
ま
し
た
。
以
上
の
結

果
か
ら
、oxoET

E

は
分
娩
に
お
け
る
生
理

的
な
胎
盤
剥
離
シ
グ
ナ
ル
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
情
報
を
応
用
し
、
現
在
我
々
は

胎
盤
停
滞
の
な
い
昼
分
娩
誘
導
技
術
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
技
術
が
完
成

す
れ
ば
、
農
家
を
深
夜
の
分
娩
介
護
か
ら
解

放
す
る
と
と
も
に
、
通
常
労
働
時
間
内
で
の

適
切
な
分
娩
介
護
が
可
能
に
な
る
こ
と
か
ら

子
牛
の
損
耗
率
を
低
減
で
き
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
な
お
本
研
究
は
、
文
部
科
学
省
「
科

学
研
究
費
補
助
金
（
平
成
16
～
19
年
度
）」

及
び
生
物
系
特
定
産
業
技
術
研
究
支
援
セ
ン

タ
ー
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
基
礎
的
研
究

推
進
事
業
（
平
成
20
～
22
年
度
）」（
共
立
製

薬
株
式
会
社
、（
地
独
）
北
海
道
立
総
合
研

究
機
構　

根
釧
農
業
試
験
場
、
同
畜
産
試
験

場
と
の
共
同
研
究
）予
算
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
家
畜
育
種
繁
殖
研
究
領
域

　

上
席
研
究
員　

鎌
田
八
郎
）

子
牛
娩
出
後
の

胎
盤
剥
離
排
出
誘
導
シ
グ
ナ
ル
の
発
見

PG oxo
ETE

分娩前 胎子娩出後 胎盤排出後

＜分娩の進行＞
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畜
産
排
水
の
脱
色
・
リ
ン
回
収
・
消
毒
を

同
時
に
行
う
技
術
を
開
発

畜
産
に
対
す
る
近
隣
住
民
か
ら
の
苦
情
と

し
て
、
水
質
汚
濁
は
、
悪
臭
に
次
い
で
多
い

項
目
で
あ
り
、
排
水
の
着
色
問
題
へ
の
対
応

を
迫
ら
れ
て
い
る
畜
産
農
家
も
多
い
状
況
で

す
。
ま
た
、
畜
舎
排
水
中
の
リ
ン
は
、
環
境

面
か
ら
低
下
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
と
も

に
、
農
業
全
体
の
将
来
に
係
る
課
題
と
し
て

リ
ン
資
源
の
循
環
利
用
を
促
進
す
る
必
要
も

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
排
水
の
衛
生
対
策
も
重

要
で
す
。

畜
産
草
地
研
究
所
で
は
、
千
葉
県
畜
産
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
、
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
株
式

会
社
、
小
野
田
化
学
工
業
株
式
会
社
と
協
力

し
、
ケ
イ
酸
質
資
材
と
消
石
灰
を
熱
反
応
さ

せ
て
製
造
し
た
非
晶
質
ケ
イ
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

水
和
物
（
略
称
Ｃ
Ｓ
Ｈ
）
を
用
い
て
処
理
水

の
着
色
を
除
去
す
る
と
同
時
に
、
消
毒
を
行

い
、
さ
ら
に
排
水
中
の
リ
ン
を
回
収
し
て
肥

料
化
で
き
る
処
理
シ
ス
テ
ム
（
ト
リ
ク
リ
ア

シ
ス
テ
ム
）
を
開
発
し
、
農
家
で
性
能
確
認

を
行
い
ま
し
た
（
図
１
）。
Ｃ
Ｓ
Ｈ
は
、
高

い
リ
ン
吸
着
能
力
が
あ
り
、
使
用
後
は
布
な

ど
に
よ
る
ろ
過
操
作
で
容
易
に
回
収
で
き
ま

す
。

農
家
で
の
試
験
の
結
果
、
生
物
処
理
後
の

畜
産
排
水
１
ト
ン
あ
た
り
０
・
５
～
１
・
５

kg
（
乾
燥
重
量
）
の
Ｃ
Ｓ
Ｈ
を
添
加
し
て
処

理
す
る
と
、
リ
ン
除
去
率
90
％
以
上
、
大
腸

菌
群
除
去
率
99
％
以
上
の
効
果
が
得
ら
れ
ま

し
た
。
大
腸
菌
群
が
除
去
さ
れ
た
の
は
、
Ｃ

Ｓ
Ｈ
の
カ
ル
シ
ウ
ム
成
分
が
溶
出
し
pH

 

11

以
上
の
ア
ル
カ
リ
性
に
な
っ
た
た
め
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
反
応
槽
を
流
出
し
た
液
は
、
炭

酸
ガ
ス
を
吹
き
込
ん
で
中
和
し
ま
す
。
炭
酸

ガ
ス
は
万
一
過
剰
に
吹
き
込
ん
で
も
問
題
は

起
こ
り
ま
せ
ん
。
色
度
は
１
・
５
kg
／
ト
ン

の
添
加
量
で
40
～

80
％
低
減
で
き
ま

し
た
（
図
２
）。

使
用
後
の
Ｃ
Ｓ

Ｈ
を
反
応
槽
か
ら

引
き
抜
い
て
、
回

収
用
に
選
定
し
た
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
製
布
袋
で

ろ
過
す
る
と
、
ほ
ぼ
全
量
を
回
収
で
き
ま
し

た
。
こ
の
回
収
物
は
コ
マ
ツ
ナ
の
栽
培
試
験

で
は
リ
ン
酸
肥
料
と
し
て
の
利
用
に
支
障
が

無
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た（
表
紙
写
真
、

小
野
田
化
学
工
業
株
式
会
社
提
供
）。

排
水
の
色
度
低
減
と
衛
生
面
の
向
上
は
、

畜
産
農
家
の
生
産
活
動
が
地
域
住
民
に
安
心

感
を
持
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
の
一
助

に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
コ
ス

ト
面
の
低
減
な
ど
も
図
り
、
普
及
を
目
指
し

ま
す
。

（
畜
産
環
境
研
究
領
域

上
席
研
究
員　

田
中
康
男
）

処理前     処理後

水の
流れ

注入した
CSHの層

トリクリアシステム

CSH貯槽
ポンプ類

反応槽

反応槽

図１　養豚農家の浄化施設横に設置した実証試験用装置

図 2  処理による色度の
改善状況例
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研究者
訪　問
研究者
訪　問

家畜生理栄養研究領域

真　貝　拓　三

反
芻
家
畜
の
肥
育
用
飼
料
に
イ
オ
ノ
フ
ォ

ア
等
の
抗
生
物
質
を
添
加
す
る
と
、
ル
ー
メ

ン
内
の
グ
ラ
ム
陽
性
菌
等
が
叩
か
れ
て
発
酵

が
変
化
し
、飼
養
効
率
が
向
上
し
ま
す
。ル
ー

メ
ン
で
は
こ
の
時

・
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
生
成
の
増
進
と
メ
タ
ン
生

成
の
抑
制

・
脱
ア
ミ
ノ
反
応
の
抑
制

な
ど
、
微
生
物
機
能
の
抑
制
を
伴
っ
た
発
酵

改
善
が
起
き
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
こ
の
事
実

は
、
微
生
物
相
を
制
御
す
る
（
一
部
を
「
叩

く
」
or
「
増
や
す
」）
こ
と
で
、
ル
ー
メ
ン

発
酵
の
改
善
が
可
能
な
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
世
界
の
潮
流
は
抗
生
物
質
の

使
用
制
限
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
抗
生
物
質

の
代
替
と
な
る
広
い
抗
菌
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
を

持
つ
物
質
は
な
か
な
か
無
い
の
で
、
ど
の
微

生
物
を
守
り
、
そ
し
て
叩
け
ば
良
い
か
、
狙

い
を
絞
る
作
業
が
必
要
な
の
で
す
。

私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
に
、
繊
維
消
化
に

お
い
て
守
る
べ
き
細
菌
がF

ibrobacter 

su
ccin

ogen
es

系
統
グ
ル
ー
プ
１
を
中
核

と
す
る
細
菌
群
集
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
が
、
最
近
メ
タ
ン
の
生
成
抑
制
に

関
し
て
も
北
海
道
大
学
お
よ
び
出
光
興
産
株

式
会
社
と
の
共
同
研
究
に
お
い
て
成
果
が
出

て
き
ま
し
た
。

カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
殻
液
（
Ｃ
Ｎ
Ｓ
Ｌ
）
に

は
抗
菌
作
用
の
あ
る
ア
ナ
カ
ル
ド
酸
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｎ
Ｓ
Ｌ
を
ペ
レ
ッ
ト
製
剤

化
し
、
前
出
のF

. su
ccin

ogen
es

に
抗
菌

作
用
が
及
ば
な
い
よ
う
製
剤
添
加
量
を
調
整

し
た
と
こ
ろ
、
飼
料
消
化
率
を
落
と
す
こ
と

な
く
、
乾
乳
牛
か
ら
の
メ
タ
ン
排
出
量
を

19
・
３
％
低
減
で
き
ま
し
た
（
乾
物
摂
取
量

あ
た
り
）。
ま
た
、
こ
の
低
減
メ
カ
ニ
ズ
ム

で
は
、
メ
タ
ン
生
成
の
材
料
と
な
る
ギ
酸
・

水
素
の
産
生
菌
が
減
少
す
る
だ
け
で
な
く
、

制
御
が
難
し
い
メ
タ
ン
生
成
古
細
菌
に
も
直

接
作
用
し
て
い
る
可
能
性
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
（
図
）。

一
方
で
、
微
生
物
に
は
た
く
さ
ん
の
機
能

が
あ
り
、
一
つ
の
視
点
か
ら
「
叩
い
て
構
わ

な
い
」
と
判
断
す
る
の
は
危
険
で
す
。
こ
の

た
め
、
ル
ー
メ
ン
細
菌
の
網
羅
的
な
遺
伝
子

発
現
解
析
に
よ
り
、
叩
こ
う
と
す
る
微
生
物

の
ル
ー
メ
ン
内
で
の
働
き
を
把
握
し
、
叩
い

た
際
の
リ
ス
ク
管
理
に
生
か
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

「
守
る
べ
き
」　　
「
叩
い
て
構
わ
な
い
」

　
　
　
　
　
　
　

ル
ー
メ
ン
微
生
物
を
選
ぶ

or

図　カシューナッツ殻液製剤によるメタン排出量低減メカニズム

図中矢印の太さは効果の強さ、破線は推定経路。ギ酸・水素産生菌およびメタン生成古細菌の減少により生
じた生態学的地位の空白はプロピオン酸産生菌の増加により補われた。
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研究者
訪　問
研究者
訪　問

ン
濃
度
が
低
い
品
種
を
栽
培
す
る
こ
と
が
フ

モ
ニ
シ
ン
汚
染
の
リ
ス
ク
を
低
下
さ
せ
る
た

め
、
現
在
、
フ
モ
ニ
シ
ン
濃
度
の
低
い
品
種

を
選
定
す
る
た
め
の
標
準
的
な
方
法
の
確
立

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
栽
培
で
は
生
育

期
間
中
は
殺
虫
剤
・
殺
菌
剤
を
ほ
と
ん
ど
使

用
し
な
い
た
め
、
軽
度
の
病
虫
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
よ
く
見
か
け
る
病
害
の
ひ
と
つ

に
、
赤
か
び
病
が
あ
り
ま
す
（
図
１
）。
赤

か
び
病
菌
の
一
部
に
「
フ
モ
ニ
シ
ン
」
と
い

う
毒
性
物
質
（
か
び
毒
）
を
つ
く
る
タ
イ
プ

が
あ
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
か
び
毒
に
汚
染

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

フ
モ
ニ
シ
ン
に
汚
染
さ
れ
た
飼
料
を
ウ
シ

に
与
え
る
と
腎
臓
・
肝
臓
組
織
が
損
傷
を
受

け
ま
す
。
フ
モ
ニ
シ
ン
の
牛
乳
へ
の
移
行
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
（
欧
州
食
品
安
全
機

関
報
告
書
に
よ
る
）。
米
国
で
は
乳
牛
・
繁

殖
用
牛
の
飼
料
中
の
フ
モ
ニ
シ
ン
濃
度
は
30

ｐ
ｐ
ｍ
以
下
、
肉
牛
の
飼
料
に
つ
い
て
は
60

ｐ
ｐ
ｍ
以
下
と
定
め
て
い
ま
す
。
日
本
で
は

フ
モ
ニ
シ
ン
汚
染
に
よ
る
被
害
は
発
生
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
赤
か
び
病
菌
の
発
生
は
年
に

よ
っ
て
変
動
す
る
の
で
、
将
来
、
フ
モ
ニ
シ

ン
汚
染
の
問
題
が
生
じ
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
私
達
の
目

的
で
す
。

フ
モ
ニ
シ
ン
汚
染
の
特
徴
は
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
登
熟
が
進
む
と
フ
モ
ニ
シ
ン
濃
度
が

上
昇
す
る
こ
と
で
す
。
図
２
は
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
雌
花
の
開
花
（
絹
糸
抽
出
）
か
ら
２
～

10
週
後
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
地
上
部
全
体
の

フ
モ
ニ
シ
ン
濃
度
を
測
定
し
た
結
果
で
、
品

種
１
は
５
～
７
週
後
に
、
品
種
２
は
６
～
８

週
後
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。
飼
料
用
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
収
穫
適
期
は
絹
糸
抽
出
後
約
６

週
、
つ
ま
り
、
フ
モ
ニ
シ
ン
が
増
加
す
る
途

中
で
あ
り
、
品
種
に
よ
る
フ
モ
ニ
シ
ン
増
加

の
速
さ
の
違
い
が
は
っ
き
り
現
れ
る
時
期
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

絹
糸
抽
出
後
６
週
の
時
点
で
の
フ
モ
ニ
シ

飼料作物研究領域

岡　部　郁　子

飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を

か
び
毒
汚
染
か
ら
守
る

図 1　トウモロコシ赤かび病
の病徴

図 2　絹糸抽出後 2 ～ 10 週のトウモロコシ 2 品種のフモニシン濃度
（岡部原図、日本草地学会誌 55 巻別号から許可を得て転載）
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「豚の新育種技術に関する研究会」開催報告

７
月
３
日
と
４
日
の
２
日
間
、
畜
産
草
地
研
究
所
大
会
議
室
に
お

い
て
、
豚
の
新
育
種
技
術
に
関
す
る
研
究
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
研
究
会
は
、
昭
和
44
年
に
始
ま
っ
た
農
水
省
の
豚
の
系
統
造
成
事

業
を
受
け
、
昭
和
58
年
に
「
豚
の
閉
鎖
群
育
種
試
験
に
関
す
る
検
討

会
」
と
し
て
、
豚
の
系
統
造
成
に
お
け
る
試
験
設
計
、
造
成
過
程
、

造
成
系
統
の
維
持
や
組
み
合
わ
せ
能
力
等
を
検
討
す
る
会
議
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
５
年
に
「
豚
の
新
育
種
技
術

に
関
す
る
研
究
会
」
と
し
て
名
前
を
改
め
ま
し
た
。

本
年
で
29
回
目
と
な
る
本
研
究
会
に
は
、

農
林
水
産
省
や
関
係
独
法
、
都
道
県
、
大
学
、

農
業
団
体
、
民
間
等
で
豚
の
育
種
改
良
に
携

わ
る
約
80
名
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。
研
究

会
で
は
、
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
閉
鎖
群

を
用
い
た
豚
の
改
良
方
法
の
検
討
、
閉
鎖
群

育
種
に
よ
る
完
成
系
統
の
紹
介
、
造
成
系
統

の
効
率
的
な
維
持
方
法
な
ど
が
検
討
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
繁
殖
形
質
の
改
良
法
や
Ｓ
Ｎ

Ｐ
マ
ー
カ
ー
を
利
用
し
た
有
用
遺
伝
子
の
探

索
法
な
ど
、
最
新
の
育
種
技
術
に
関
す
る
研

究
の
紹
介
や
、
豚
の
育
種
改
良
に
お
け
る
今

後
の
方
向
性
の
検
討
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

本
研
究
会
は
、
豚
に
お
け
る
研
究
成
果
を

育
種
現
場
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
現
場
に
お
け
る
様
々
な
育
種
改

良
の
問
題
点
の
吸
い
上
げ
と
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
の
新
た
な
研
究

の
探
索
と
い
う
、
研
究
と
現
場
が
一
体
と
な
っ
て
育
種
改
良
を
推
し

進
め
る
た
め
の
重
要
な
研
究
会
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
家
畜
育
種
繁
殖
研
究
領
域　

上
席
研
究
員　

佐
藤
正
寛
）

　

６
月
４
日
、
農
業
関
係
専
門
紙
の
科
学
技
術
担
当
者
が
加
入
し
て

い
る
農
業
技
術
ク
ラ
ブ
の
記
者
８
人
の
方
々
が
共
同
取
材
で
当
所
を

訪
れ
ま
し
た
。
今
回
の
共
同
取
材
で
は
３
つ
の
研
究
成
果
を
紹
介
し

ま
し
た
。

　

最
初
に
今
回
の
取
材
日
に
合
わ
せ
て
「
畜
産
排
水
の
脱
色
・
リ
ン

回
収
・
消
毒
を
同
時
に
行
う
技
術
を
開
発
」
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を

行
い
、
そ
の
説
明
を
畜
産
環
境
研
究
領
域
田
中
康
男
上
席
研
究
員
が

行
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
畜
産
物
研
究
領
域
木
元
広
実
主
任
研
究
員
が
「
老
化
抑
制

作
用
を
有
す
る
乳
酸
菌
を
利
用
し
た
製
品
開
発
と
ヒ
ト
に
お
け
る
効

果
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
で
あ
る
「
Ｗ
ａ
Ｋ

ａ
Ｓ
ａ
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
を
参
加
者
に
試
飲
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
畜
産
環
境
研
究
領
域
山
下
恭
広
研
究
員
が
「
パ
ー
ラ
イ

ト
を
微
生
物
担
体

と
し
た
好
気
性
処

理
に
よ
る
酪
農
雑

排
水
の
効
率
的
な

窒
素
除
去
」
の
説

明
を
行
い
、
つ
づ

い
て
実
験
機
の
現

場
見
学
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
回
紹
介
し
た
全
て
の
研
究
成
果
が
各
紙
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
プ
レ
リ
リ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
一
般
紙
を
含
め
多
く
の
新
聞

で
紹
介
さ
れ
、
共
同
取
材
や
記
者
レ
ク
で
直
接
記
者
に
説
明
す
る
効

果
の
大
き
さ
を
改
め
て
実
感
で
き
ま
し
た
。　

（
企
画
管
理
部　

情
報
広
報
課
長　

児
玉
正
文
）

農業技術クラブが当所を共同取材

（上）研究成果紹介、（下）実験機見学
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Spot News

「生命誕生の不思議と家畜生産」
－平成 24 年度一般公開 開催報告－

畜産草地研究所ガイドコミックが HP でスタート

当
所
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
を
は
じ
め
た
ガ
イ
ド
コ
ミ
ッ
ク
を

ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
。
こ
れ
ま
で
の
文
字
や
写
真
だ

け
で
は
な
く
、
子
ど
も
に
も
分
か
り
や
す
い
ス
ト
ー

リ
ー
の
マ
ン
ガ
で
研
究
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
現
在
掲

載
し
て
い
る
の
は
、
第
０
話
の
「
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
～
お
肉
と
牛
乳
の
お
は
な
し
～
」
か
ら
第
10
話
ま
で

の
11
本
で
す
。

ガ
イ
ド
コ
ミ
ッ
ク
を
作
成
し
た
き
っ
か
け
は
、
昨
年

つ
く
ば
エ
キ
ス
ポ
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
た
23
の
テ
ー
マ
で

の
ミ
ニ
講
演
で
す
。
こ
れ
だ
け
子
ど
も
向
け
に
紹
介
で

き
る
素
材
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
Ｈ
Ｐ
で
紹
介
し
て
い

き
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ガ
イ
ド
コ
ミ
ッ
ク
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
今
後
も
順
次
内
容
を
増
や
し
て

い
く
予
定
で
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
知

り
合
い
に
も
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

（
企
画
管
理
部　

情
報
広
報
課
長　

児
玉
正
文
）

　

研
究
所
一
般
公
開
を
４
月
20
日
（
金
）・
21
日
（
土
）
に
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
花
曇
の
朝
早
く
よ
り
２
６
２
６
人
と
多
く
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。
研
究
ブ
ー
ス
「
生
命
の
第
一
歩
は
こ
こ
か
ら
｜
体
外
受
精
の
観
察
」
を

中
心
に
、
健
康
な
家
畜
の
生
産
か
ら
食
の
安
全
に
つ
な
が
る
研
究
成
果
を
分
か

り
易
く
紹
介
す
る
た
め
、
ミ
ニ
講
演
会
や
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

社
会
的
に
関
心
の
高
い
、
飼
料
米
の
家
畜
へ
の
給

与
、
畜
産
物
へ
の
放
射
性
物
質
の
移
行
低
減
、
畜

舎
の
空
気
環
境
の
測
定
、
食
肉
の
お
い
し
さ
な
ど

に
関
す
る
研
究
成
果
を
解
説
し
、
製
品
化
さ
れ
た

飼
料
米
給
与
豚
ソ
ー
セ
ー
ジ
や
チ
ー
ズ
ホ
エ
ー
ド

リ
ン
ク
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。受
精
卵
の
顕
微
鏡
を
覗
い
た
方
よ
り「
キ
ラ
ッ

と
ひ
か
る
時
が
あ
っ
て
き
れ
い
」
等
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
、
人
も
家

畜
も
一
個
の
受
精
卵
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と

を
経
験
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
一

般
公
開
は
、楽
し
み
な
が
ら
「
畜
産
技
術
」「
家
畜
」

に
触
れ
る
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
毎
年
多
く
の
方
々
に

お
越
し
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
来
場
者
ア

ン
ケ
ー
ト
の
ご
協
力
に
よ
り
多
く
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
、
ご
意
見
を
反
映
し
期
待
に
応
え
る
べ
く

「
畜
産
研
究
が
何
を
め
ざ
し
て
い
る
の
か
」「
ど
の

よ
う
に
世
の
中
の
役
に
立
と
う
と
し
て
い
る
の

か
」
を
地
域
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
小
中
高

校
生
や
一
般
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
企

画
し
、
開
催
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
一
般
公
開
（
つ
く
ば
）
実
行
委
員
会
） ミニ講演会

サイエンス・スープバー「スープで科学する『食肉のおいしさ』」
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Spot News

サマー・サイエンスキャンプ 2012 実施報告

成
分
や
家
畜
飼
料
お
よ
び
飼
料
原
料

の
熱
量
と
粗
タ
ン
パ
ク
質
含
量
の
測

定
も
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
「
乳
酸
菌
コ
ー
ス
」
で
は
、
乳
酸

菌
の
顕
微
鏡
観
察
、
平
板
培
養
法
を

用
い
た
生
菌
数
の
測
定
、
乳
酸
菌
の

機
能
性
を
み
る
抗
菌
活
性
・
抗
酸
化

作
用
の
確
認
試
験
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
ま
た
、
異
な
る
菌
株
を
用
い
て

発
酵
乳
を
作
り
、
風
味
の
違
い
を
確

か
め
る
と
と
も
に
、
官
能
評
価
実
験

を
行
い
、「
お
い
し
さ
」
を
科
学
的

に
検
証
す
る
方
法
を
学
ん
で
も
ら
い

ま
し
た
。
ミ
ツ
バ
チ
の
腸
内
細
菌
に

着
目
し
た
研
究
も
紹
介
し
、
実
際
に

ミ
ツ
バ
チ
の
腸
内
細
菌
を
単
離
・
培

養
す
る
実
験
の
他
、
ミ
ツ
バ
チ
の
行

動
観
察
や
蜜
し
ぼ
り
も
体
験
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

１
９
９
７
年
に
初
め
て
サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
プ
の
受
入
機
関

と
し
て
参
加
し
て
か
ら
今
年
度
で
11
回
目
の
担
当
と
な
り
ま
し

た
が
、
高
校
生
12
名
を
迎
え
て
の
実
施
は
初
め
て
で
過
去
最
多

人
数
で
し
た
。
今
後
も
畜
産
研
究
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
魅
力
あ
る
実
習
コ
ー
ス
を
提
案
し
、
よ
り
多
く
の
高
校

生
に
当
研
究
所
が
行
っ
て
い
る
畜
産
研
究
を
知
っ
て
も
ら
う
機

会
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�（
企
画
管
理
部　

情
報
広
報
課　

飛
鳥
井
可
奈
子
）

畜産草地研究所ニュース　No.38　2012.9

独立行政法人
農業・食品産業技術総合研究機構（農研機構）
畜産草地研究所　企画管理部

〒305-0901　茨城県つくば市池の台２
TEL 029-838-8600（代表）FAX 029-838-8606
URL http://www.naro.affrc.go.jp/nilgs/

編集発行

　

サ
マ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
プ
は
、
独
立
行
政
法
人
科
学

技
術
振
興
機
構
が
主
催
す
る
、
高
校
生
の
た
め
の
科
学
技
術
体

験
合
宿
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
畜
産
草
地
研
究
所
は
受
入
実
施
機

関
と
し
て
、
７
月
25
日
～
27
日
に
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度
は

「
体
験
！
畜
産
研
究
」
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
テ
ー
マ
に
３
つ
の
実
習

コ
ー
ス
を
用
意
し
、
各
コ
ー
ス
４
名
の
高
校
生
の
皆
さ
ん
に
体

験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
牛
の
繁
殖
コ
ー
ス
」
で
は
、
牛

の
受
精
に
焦
点
を
あ
て
た
実
習
に
取

り
組
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
体
外
受

精
技
術
に
つ
い
て
の
学
習
で
は
体
外

受
精
卵
の
生
産
過
程
で
必
要
な
卵
子

採
取
の
実
習
を
、
体
細
胞
ク
ロ
ー
ン

技
術
に
つ
い
て
の
学
習
で
は
ク
ロ
ー

ン
牛
同
士
の
鼻
紋
を
採
取
し
比
較
し

て
み
る
実
習
を
、
発
情
周
期
に
つ
い

て
の
学
習
で
は
酵
素
免
疫
測
定
法
を
用
い
て
黄
体
ホ
ル
モ
ン
濃

度
を
求
め
グ
ラ
フ
を
作
成
す
る
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

牛
の
生
態
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
ミ
ル
キ
ン
グ
パ
ー
ラ
ー
に

お
け
る
搾
乳
な
ど
も
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
「
家
畜
飼
養
コ
ー
ス
」
で
は
、
牛
の
消
化
・
栄
養
吸
収
の
し

く
み
に
関
す
る
学
習
を
中
心
と
し
た
実
習
に
取
り
組
ん
で
も
ら

い
ま
し
た
。
牛
の
第
一
胃（
ル
ー
メ
ン
）の
探
索
実
習
で
は
ル
ー

メ
ン
液
の
顕
微
鏡
観
察
や
グ
ラ
ム
染
色
実
験
を
、
牛
の
ゲ
ッ
プ

と
地
球
温
暖
化
の
関
係
に
つ
い
て
の
学
習
で
は
採
取
し
た
牛
呼

気
の
メ
タ
ン
濃
度
測
定
や
飼
料
の
違
い
に
よ
る
メ
タ
ン
発
生
量

の
違
い
を
確
認
す
る
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
牛
の
血
液 超音波装置を用いた妊娠診断の見学

生菌数の測定 血液成分の測定
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